
自
公
政
権
が
続
け
て
き

た
国
民
生
活
破
壊
の
政
治

に
対
す
る
怒
り
が
爆
発
し
、

54
年
間
続
い
た
自
民
党
政

治
が
終
焉
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
対
す

る
批
判
が
沸
騰
し
ま
し
た
。

民
主
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス

ト(
左)
に
は
、
「
年
齢
で

差
別
す
る
制
度
を
廃
止
し

て
、
医
療
制
度
に
対
す
る

国
民
の
信
頼
を
高
め
る
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・

関
連
法
は
廃
止
す
る
。
廃

止
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
の
負
担
増
は
国
が
支
援
す
る
」
と
明
確

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
総
選
挙
か
ら
２
ヶ
月
半
、
臨
時
国
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
今
、
国
民
の
願
い
が
叶
う
絶
好
の
機
会
が
訪
れ
た
と
誰
も
が

感
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
鳩
山
首
相
は
、
所
信

表
明
演
説
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
「
高
齢
者
を
年

齢
で
差
別
す
る
制
度
」
だ
と
し
て
、
「
廃
止
」
を
明
言
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
廃
止
は
４
年
以
内
」
「
老
人
保
険
制
度
に
戻
す
に
は

時
間
が
か
か
る
」
と
た
た
み
か
け
ま
し
た
。
健
康
保
険
の
一
元
化

と
併
せ
て
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
廃
止
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

ど
ん
な
保
険
制
度
な

の
か
も
わ
か

ら

な

い

も

の

を
前

提

と
し
て
公

約
を
投
げ

捨
て
る
態

度

は

許

さ

れ

ま

せ
ん
。
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札幌北区社保協ニュース

後期高
齢者医

療制度を
廃止し、

国民皆保

険を守る

【政策
目的】

○年齢
で差別

する制
度を廃

止して
、医療

制度に
対する

国民の

信頼を
高める

。

○医療
保険制

度の一
元的運

用を通
じて、

国民皆
保険制

度を守

る。

【具体
策】

○後期
高齢者

医療制
度・関

連法は
廃止す

る。廃
止に伴

う国民

健康保
険の負

担増は
国が支

援する
。

○被用
者保険

と国民
健康保

険を段
階的に

統合し
、将来

、地域

保険と
して一

元的運
用を図

る。

【所要
額】

8500億
円程度

「
75
歳
で
区
別
す
る
の
は
信
じ
ら
れ
な

い
制
度
だ
」
11
月
９
日
参
院
予
算
委

員
会
で
、
共
産
党
の
小
池
議
員
に
問

わ
れ
て
‥
で
は
な
ぜ
先
送
り
な
の
か

公約違反

北区長交渉に要望
を出そう
毎年、「北区住み良くする会」と北区社保協が行なって
いる北区長交渉の日程が決まりました。
医療・介護・福祉・国保・生活保護などの要望は北区社
保協までお寄せ下さい。

北区長交渉日程１１月３０日(月)
午前１０時～北区民センターにて

要望の締め切り
１１月１９日までに、要望趣旨・要望内容を記入して、
メール・ファックス・フラッシュメモリーで送付あるい
は持参下さい。
お問合せ 札幌北･石狩健康友の会事務局

(新琴似10-2 勤医協ぽぷらクリニック内)
℡ ７６２－９０８５ (担当：塚越)
メルアド kita－tiiki@kin-ikyo.or.jp
ファックス ７６２－１８３５



介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
第
一
号
被
保
険
者
と
第
二
号
被
保
険

者
で
す
。

●
第
一
号
保
険
者
（
65
才
以
上
の
方
）

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

方
は
、
介
護
認
定
申
請
の
結
果
、
原
因
を
問

わ
ず
に
要
介
護
状
態
（
介
護
一
〜
五
）
、

（
要
支
援
一
、
要
支
援
二
）
と
認
定
さ
れ
る

と
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
第
二
号
保
険
者
（
40
才
〜

65
才
未
満
の

方
で
、
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
）

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方

は
、
次
の
病
気
に
よ
り
介
護
や
支
援
が
必

要
な
状
態
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。
＊

16
種
類
の
病
気

①
が
ん
末
期

②
関
節
リ
ウ
マ
チ

③
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症

④
後
縦
靱
帯
骨
化
症

⑤
骨
折
を
伴
う
骨
粗
鬆
焼
症

⑥
初
老
期

に
お
け
る
認
知
症

⑦
進
行
性
核
上
性
麻

痺

⑧
脊
髄
小
脳
変
性
症

⑨
脊
柱
管
狭
窄

症

⑩
早
老
症

⑪
多
系
統
萎
縮
症

⑫
糖
尿

病
性
神
経
障
害

⑬
脳
血
管
疾
患

⑭
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症

⑮
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

⑯
両
側
の
膝
関
節
又
は
股
関
節
に
著
し
い

変
形
を
伴
う
変
形
性
関
節
症

介
護
保
険
認
定
申
請
を
お
こ
な
い
「
要
介
護
」

「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
方
が
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
「
寝
た
き
り

や
認
知
症
な
ど
で
お
風
呂
に
入
る
事
が
大

変
に
な
っ
て
き
た
」
「
排
せ
つ
が
一
人
で
は
困

難
に
な
っ
て
き
た
」
「
食
事
が
一
人
で
は
食
べ

ら
れ
な
い
」
な
ど
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
方
で
す
。
ま
た
、
掃
除
や
洗
濯
、
買
い

物
な
ど
の
家
事
や
身
の
回
り
の
こ
と
一
人
で

は
で
き
な
く
な
っ
た
な
ど
、
日
常
生
活
を
送

る
の
に
、
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

訪
問
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
・
訪
問
入
浴
・
訪
問

看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
居
宅
療
養
管
理
指

導
（
往
診
）

通
所
や
短
期
入
所
し
て
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
・
通
所
リ
ハ
ビ

リ
（
デ
イ
ケ
ア
）
・
短
期
入
所
生
活
介
護
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
専

門
の
施
設
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
・
短
期
入

所
療
養
介
護
（
老
人
保
健
施
設
等
で
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

そ
の
他
福
祉
用
具

福
祉
用
具
貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）
・
特
殊
ベ
ッ

ト
や
車
イ
ス
な
ど
の
福
祉
用
具
の
貸
与
・

住
宅
改
修
費
の
支
給
・
福
祉
用
具
購
入

費
の
支
給

ど
の
よ
う
な
人
が
受
け
ら

れ
る
の
？

ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

ら
利
用
で
き
る
の
？

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
の
？

詳

し

い

ご

相

談

は

、

勤

医

協

北

在

宅

セ

ン

タ

ー

へ

℡

０

１

１

（

７

６

３

）

８

６

８

４

（
注

）
当

企

画

は
、
「
北

海

道

社

会

保

障

推

進

協

議

会

」
発

行

の
冊

子

「
笑

顔

で
暮

ら
し
た
い
」
47

号

「
介

護

保

険

制

度

の

10
年

を
検

証

す
る
」
を
転

載

許

可

を

受

け
て
一

部

抜

粋

し
ま
し
た
。

女
性
差
別
の
解
消
す
す
ま
ぬ
日
本

国
連
が
政
府
に
改
善
勧
告

民
法
改
正
、
社
会
参
画
、
賃
金
是

正
な
ど
24
テ
ー
マ

国
連
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

は
09
年
８
月
18
日
、
女
性
差
別
撤

廃
条
約
の
日
本
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
総
括
所
見
を
発
表
し
た
。

改
善
勧
告
は
24
テ
ー
マ
に
及
び
、

前
回
03
年
の
13
テ
ー
マ
か
ら
ほ
ぼ

倍
増
。
条
約
批
准
か
ら
24
年
経
つ

の
に
、
女
性
差
別
の
是
正
へ
の
政

府
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
差
別
的
な
法
規
定
の

撤
廃
と
、
女
性
の
雇
用
、
公
的
活

動
を
促
進
す
る
た
め
の
暫
定
的
な

特
別
措
置
に
関
し
て
は
、
実
行
を

急
が
せ
て
い
る
。
条
約
締
約
国
は

原
則
４
年
に
１
回
、
条
約
の
実
施

状
況
の
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
２
点
に
つ
い
て
は

日
本
政
府
に
２
年
以
内
に
詳
細
に

報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

差
別
的
な
法
規
定
と
は
、
民
法

の
男
女
で
異
な
る
結
婚
最
低
年
齢
、

女
性
の
み
に
課
し
て
い
る
離
婚
後

の
再
婚
禁
止
期
間
、
夫
婦
同
姓
の

強
制
と
、
戸
籍
、
相
続
権
で
の
婚

外
子
差
別
。
い
ず
れ
も
前
回
03
年

に
も
撤
廃
す
る
よ
う
勧
告
さ
れ
た
。

日
本
政
府
が
撤
廃
が
進
ん
で
い

な
い
言
い
訳
に
世
論
調
査
の
結
果

を
用
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

委
員
会
は
批
判
。
条
約
の
規
定
に

沿
う
よ
う
国
内
法
を
整
備
す
る
の

は
締
約
国
の
義
務
だ
と
し
て
、
即

時
改
正
を
求
め
て
い
る
。

日
本
の
女
性
差
別
は
、
賃
金
格

差
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
09
年

の
国
際
労
働
機
関
総
会
の
報
告
書

に
よ
る
と
、
男
女
の
賃
金
格
差
は

日
本
の
場
合
33
・
４
％
（
男
性
の

賃
金
を
１
０
０
と
し
た
場
合
女
性

は
66
・
６
％
）
。
世
界
の
多
く
の

国
は
１
〜
２
割
程
度
の
格
差
だ
。


